
様式第二号の人 (第人条の四の五関係 )

(第 1面)

大

18

提出者

住 所 大分県佐伯市東浜1番6号
氏 名 興人ライフサイエンス株式会社 佐伯工場
工場長  原田 博彰
電話番号 0972-22-1050

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成 したので、提出します。

産業廃棄物処理計画書

令和6年 6月 18日

大分県知事

佐藤 樹一郎 殿

興人ライフサイエンス株式会社 佐伯工場事 業 場 の 名 称

大分県佐伯市東浜1番6号事 業 場 の 所 在 地

令和6年4月 1日 ～ 令和7年3月 31日計 画 期 間

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

(令和6年4月 1日現在)

※ 丹町紙1参照

③ 従 業 員

① 事 業 の 種 類 16 化学工業

② 事 業 の 規 模 前年度 (令和5年度)の製品出荷額 105億4,987万

数 209名

④産業廃棄物の一連

の処理の工程

(日本工業規格 A列 4番)



(第 2面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

(管理体制図)

※別紙2参照

【前年度 (令和5年度)実績】

別紙3参照産業廃棄物の種類

合計 5,235t排   出  量

(これまでに実施した取組)

改善プロセスに取り組み、動植物性残澄及び排水汚泥併せて
1,100t

削減できた。

① 現状

【目標】

別紙3参照産業廃棄物の種類

合計5,078t排   出  量

(今後実施する予定の取組)

発犠肇握亀誓藍七鷲橿猪掟藝濡危理∵藻泉捲亮伝翼猛聾孫覇詳と「
汚

② 計画

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

・金属くず、廃油、紙くずなど有価物を分別管理している。① 現状

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

・特になし② 計画

産業廃棄物の分別に関する事項



(第 3面 )

【前年度 (令和5年度)実績】

産業廃棄物の種類

tt自ら再生不1用を行つた

産業廃棄物の量

(これまでに実施した取組)

・該当なし

① 現状

【目標】

産業廃棄物の種類

t一  t
自ら再生不1用を行う

産業廃棄物の量

(今後実施する予定の取組)

・該当なし

② 計画

イこ る関す 事項用の再生利行ら 産業廃棄物9自

【前年度 (令和5年度)実績】

産業廃棄物の種類

t一 t
自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量

t一  t
自ら中間処理により減量した

産業廃棄物の量

(これまでに実施した取組)

・該当なし

① 現状

【目標】

産業廃棄物の種類

一  t一  t
自ら熱回収を行 う

産業廃棄物の量

一  t一  t
自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量

(今後実施する予定の取組)

・該当なし

② 計画

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項



(第 4面 )

【前年度 (令和5年度)実績】

産業廃棄物の種類

一  t―一 t
自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた

産業廃棄物の量

(これまでに実施した取組)

・該当なし

① 現状

【目標】

産業廃棄物の種類

一  t一  t
自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

(今後実施する予定の取組)

・該当なし

② 計画

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 (令和5年度)実績】※別紙4参照

一 t5,235 t産業廃棄物の種類

一 t5,235 t

一  t3,263t優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

一  t一  t
再生利用業者への

処 理 委 託 量

t一  t
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

一  t一  t

全 処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

(これまでに実施した取組)

締結している産廃業者に収集・運搬及び処分の全量を委託した

また、電子マニュフエストの活用を行つた。

① 現状

産業廃棄物の処理の委託に関する事項



(第 5面)

【令和6年度 目標】※別紙4参照

産業廃棄物の種類

一  t5,078t

一  t3,165t優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

一  t一  t再生利用業者への

処 理 委 託 量

一  t一  t認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

―  t一  t

全 処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

(今後実施する予定の取組)

乳丞響墓韮夢蒼否智亀笹乍基覆甘亀軍摩輩百写蟹寮層警倦爾す
る。

② 計画

※事務処理欄



月ll糸氏1 (第 1面)関係 :④産業廃棄物の一連の処理の工程

※処理 口処分については全て委託処理

処理“処分廃棄物発生源

焼却

汚泥
生産工程

l色月巴化動植物性残さ

製品倉庫他 焼却

事務部門他
工場全体

金属くず
紙くず
木くず
その他

廃プラ
破砕、選別
その他

排水処理設備
士佐月巴化

脱水有機汚泥
焼却

回



別紙 1 (第 1面)関係 :④産業廃棄物の一連の処理の工程

※処理・処分については金て委託処理

処理口処分廃棄物発生源

焼却

汚泥
生産工程

士監月巴化動植物性残さ

製品倉庫他 焼却
金属くず
紙くず
木くず
その他

事務部門他
工場全体

廃プラ
破砕、選別
その他

排水処理設備
堆Л巴化

脱水有機汚泥
焼却

回



別紙 2 (第 2面)関係 :産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 (管理体制図)

所 属 :佐伯工場 職 :工場長統括責任者

組織名 :管理都
組織人数 :3人

職 :部長廃棄物担当

環境安全

衛生委員会

廃棄物処理に関する検討

廃棄物の発生抑制、再生利用、中間処理、適正処理の推進、計画

的な廃棄物の管理運営を行う上で必要な事項を検討する。

・委員長=工場長 ・委員=関連部長及び担当マネジャー
・事務局=管理部
廃棄物処理方針の策定

工場の廃棄物管理規定の策定・改廃

関する各種事項の決定、承認廃棄物処理に

廃棄物処理

統括責任者

廃棄物処理計画の作成

廃棄物管理状況の把握と改善策の検討

処理業者、再生利用業者の調査、選定及び管理

委託契約の締結

産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物管理票の交付・管理

監督官庁への各種報告

社員(関連会社に対する教育・啓発
その他関係する事項

役

　

　

割

廃棄物担当

工場長 (廃棄物処理統括責任者)

環境安全衛生委員会

製

造

部

関

連

会

社

管

理

部

品

質

保

証

室

廃棄物管理組織

事
務
局



別紙 3 (第2面 )関係 :産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

※②は①の実績値の30/oカット数値

(第4面、第5面 )関係 :産業廃棄物の処理の委託に関する事項別紙 4

②計画

①現状

排出量 (tl

産業廃築物の種類

【目標(令和6年度計画】

排出量 ltl

産業廃薬物の種類

【前年度(令和5年度)実績】

0

燃え殻

0

燃え殻

3,200

汚 泥

3,299

汚 泥

022

廃酸

023

廃酸

139

廃アルカリ

1.43

廃アルカリ

844

870

鹿ブフステ・ノつ

2_36

紙くず

243

紙(ず

12.9

木くず

133

木(ず

1,764

勤凛れ性凛と

1,819

1028

金属くず

1.060

金属くず

354

3_65

ガラス陶善くザ

47

がれき類

4.8

がれき類

3.1

廃油

32

廃油

0084

照明機器

0087

霞明機器

0.155

特管 廃酸

0.16

特管 廃酸

0

後量PCB

0,043

撤量PCB

5,078

合計

5,235

合計

②計画

①現状

全処理委託量 (t)

産業廃棄物の種類

【目標 (令和6年度)計画)】

全処I邸委託量 (t)

産業廃葉物の種芸置

【前年度 (令和5年度)実績】

0

0

燃え殻

0

0

燃え殻

3,052

3,200

汚 泥

3.146

3.299

汚 泥

022

022

廃酸

023

0.23

廃酸

1_39

139

廃アルカリ

1_43

143

廃アルカリ

84_4

844

870

870

礎ブ7ステツク

2.36

236

紙くず

243

243

紙くず

12.9

12,9

木〈ず

133

133

木(ず

0

1,764

0

1,819

動機的性残ど

1.028

1028

金属くず

1.06Q

1.060

金属くず

3_54

354

3.65

865

4_7

4.7

がれき類

4_8

48

がれき類

3_1

3_1

廃油

3.2

3.2

廃油

0084

0084

照明機器

0.087

0087

照明根暑

α155

α155

特管 鹿酸

αlG

0.16

特管 廃酸

0

a

微量PC日

0.043

0043

微量PCB

3,165

5,078

合計

3.263

5,235

合計

以 上


